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解
題
］「
お
ふ
だ
」
に
つ
い
て
（
6）
主
夜
神
御
影
その
一

湖
東
所
住
の
弄
玄
子
、
す
な
わ
ち
黄
檗
の
律
僧
妙
幢
浄
慧
が
宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
九
月
に
前
集
八
巻
八
冊
を
、
翌
正
徳
元
年
正
月
に
後
集
七
巻
七
冊
を
洛
陽
書
肆
永
田
調
兵
衛
か
ら
上
梓
し
た
『
三
国
因
縁
仏
神
感
応
録
』
後
集
巻
十
一
の
四
「
官
嚴
善
知
識
ノ
名
ノ
功
德
ノ
亊
」
に
次
の
よ
う
な
話
を
載
せ
て
い
る
。
校
閲
し
て
示
す
。
友
ナ
ル
、
夏
間
ク
ラ
シ
ノ
折
フ
シ
、
村
邑
ヲ
經
過
ス
ル
ニ
、
ソ
ノ
ワ
タ
リ
ノ
村
々
、
相
接
イ
デ
牛
馬
ノ
疫
行
リ
テ
多
ク
ハ
死
殤
ス
。
諸
甚
ダ
コ
レ
ヲ
患
ヒ
テ
色
々
術
ヲ
ツ
ク
セ
ド
モ
ヤ
マ
ズ
。
コ
ノ
マ
ノ
ア
タ
リ
見
聞
シ
テ
、
哀
ニ
笑
止
ナ
ル
コ
ト
ニ
思
ヘ
ド
モ
、
凡
テ
ス
ベ
キ
方
便
ヲ
モ
覚
ヘ
ザ
レ
バ
空
シ
フ
ス
ゴ
シ
ケ
ル
処
ニ
、
ア
ル
夜
ノ
夢
ニ
、
誰
ト
ハ
ナ
ク
、
「
バ
サ
ン
バ
ヱ
ン
テ
イ
シ
ユ
ヤ
ジ
ン
ト
書
キ
テ
、
牛
馬
ノ
守
ト
ナ
サ
バ
止
ベ
シ
」
ト
イ
ヘ
リ
。
目
サ
メ
テ
唱
ヘ
ミ
ル
ニ
、
陀
羅
尼
ニ
似
テ
ダ
ラ
ニ
ニ
ア
ラ
ズ
、
ハ
人
ノ
名
ニ
モ
ア
ラ
ズ
。
都
テ
佛
神
ノ
名
ニ
モ
キ
ヽ
及
バ
ネ
バ
、
イ
カ
ナ
ル
コ
ト
ト
モ
弁
ヘ
ガ
タ
ク
、
先
ヅ
ワ
ス
レ
ザ
ル
ヤ
ウ
ニ
記
憶
シ
ヌ
。
カ
ク
テ
日
モ
漸
ク
晏
ケ
テ
端
居
シ
タ
ル
ニ
、
門
外
ヨ
リ
サ
シ
ノ
ゾ
ク
モ
ノ
ア
リ
。
誰
ニ
カ
ト
メ
ケ
レ
バ
、
カ
ノ
モ
ノ
云
ヤ
ウ
、
「
我
ハ
反
古
ヲ
買
フ
モ
ノ
ニ
テ
候
。
コ
レ
ハ
ア
ル
処
ニ
テ
買
ヒ
ト
リ
候
フ
ガ
、
ミ
レ
バ
佛
菩
薩
ラ
シ
キ
繪
モ
コ
レ
ア
レ
バ
無
下
ニ
反
古
ト
ナ
サ
ン
モ
ナ
ク
候
ヘ
バ
、
御
目
ニ
入
レ
タ
ク
候
」
ト
申
セ
バ
、
呼
入
レ
テ
、
イ
カ
ナ
ル
書
ニ
カ
ト
手
ヲ
イ
ダ
セ
バ
、
カ
ノ
モ
ノ
古
ク
破
損
ジ
タ
ル
書
ヲ
一
巻
ワ
タ
シ
ヌ
。
ヨ
ク

ミ
ル
ニ
、
官
嚴
五
十
三
ノ
善
知
識
ヲ
畫
イ
テ
、
畧
シ
テ
官
嚴
ノ
説
ヲ
摘
ム
デ
傳
記
ト
ナ
シ
、
一
々
ノ
圖
ノ
中
ニ
各

善
財
童
子
カ
ノ
知
識
ニ
参
ス
ル
ノ
躰
相
ナ
リ
。
題
号
ハ
佛
國
禅
師
文
殊
指
南
圖
讃
ト
ア
リ
。
乃
佛
國
禅
師
七
言
八
句
ノ
偈
讃
ア
レ
バ
ナ
リ
。
ヒ
タ
ト
ク
リ
ミ
ル
ニ
、
善
財
童
子
第
三
十
三
詣
二
迦
毘
羅
城
一
参
二
婆
珊
婆
演
底
	夜
神
一
云
々
。
忽
チ
ユ
メ
ニ
ミ
タ
ル
名
ニ
逢
ヒ
ヌ
ル
コ
ト
希
有
ナ
リ
ト
歓
感
ノ
心
ム
ネ
ニ
ミ
チ
ケ
レ
バ
、
兎
角
ニ
及
バ
ス
買
ヒ
ト
リ
ヌ
。
カ
ク
テ
ユ
メ
ノ
告
ノ
ゴ
ト
ク
ニ
婆
珊
婆
演
底
守
夜
神
ト
書
キ
テ
、
守
ニ
封
ジ
ツ
ヽ
、
村
ニ
遣
ハ
シ
、
試
ニ
牛
馬
ノ
尾
ニ
着
ケ
シ
ム
ル
ニ
、
忽
チ
健
ニ
ナ
リ
ニ
タ
レ
バ
、
遠
近
キ
ヽ
及
ビ
テ
群
来
テ
コ
レ
ヲ
受
帰
リ
、
病
悶
牛
馬
ニ
ツ
ク
ル
ニ
、
尽

愈
エ
ズ
ト
云
コ
ト
ナ
シ
。
人
畜
ヲ
モ
ヒ
ヨ
ラ
サ
ル
利
益
ニ
潤
フ
テ
神
験
不
思
議
ナ
リ
ト
称
嘆
シ
タ
リ
ト
。
右
の
話
は
浄
慧
が
「
往
コ
ロ
或
ノ
語
ラ
レ
シ
」
話
を
筆
録
し
た
も
の
で
復
聞
き
で
あ
る
が
、
「
或
僧
の
友
ナ
ル
」
が
夢
告
に
よ
っ
て
「
婆
珊
婆
演
底
守
夜
神
」
と
書
い
て
守
に
封
じ
、
こ
れ
を
村
民
に
与
え
て
牛
馬
の
尾
に
着
け
さ
せ
た
と
こ
ろ
牛
馬
の
病
悶
は
快
癒
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
友
ナ
ル
」
は
陀
羅
尼
に
似
て
陀
羅
尼
で
な
く
、
人
の
名
で
も
な
く
、
仏
神
の
名
と
し
て
も
聞
き
及
ば
ぬ
「
バ
サ
ン
バ
ヱ
ン
テ
イ
シ
ユ
ヤ
ジ
ン
」
が
、
偶
々
そ
の
夜
「
反
古
ヲ
買
フ
モ
ノ
」
か
ら
示
さ
れ
た
『
佛
國
禅
師
文
殊
指
南
圖
讃
』
に
よ
っ
て
、
こ
れ
が
華
厳
経
入
法
界
品
に
載
る
善
財
童
子
が
迦
毘
羅
城
に
尋
ね
た
婆
珊
婆
演
底
主
夜
神
の
こ
と
だ
と
知
っ
た
の
で
あ
る
。
浄
慧
は
さ
ら
に
続
け
て
次
の
よ
う
な
話
題
を
記
し
て
い
る
。
ム
カ
シ
宋
ノ
朱
仁
聡
ト
云
ヘ
ル
モ
ノ
来
朝
シ
テ
、
越
前
ノ
敦
賀
ノ
津
ニ
滯
留
ス
。
時
ニ
慧
心
ノ
都
高
弟
寛
印
ヲ
伴
ヒ
テ
カ
レ
ニ
相
見
セ
ン
ト
シ
テ
、
越
州
ニ
赴
キ
玉
ヘ
リ
。
仁
聡
イ
デ
ヽ
相
見
ユ
。
ヲ
リ
シ
モ
壁
間
ニ
畫
像
ヲ
カ
ケ
タ
リ
。
仁
聡
ガ
曰
、
是
ハ
婆
珊
婆
演
底
守
夜
神
ナ
リ
。
渡
海
ノ
難
ヲ
免
レ
ン
ガ
タ
メ
ニ
。
帰
依
ス
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
。
師
コ
ノ
神
ヲ
知
レ
ル
ヤ
。
慧
心
乃
官
厳
ノ
中
ノ
善
財
讃

ノ
偈
ヲ
憶
シ
テ
、
筆
ヲ
援
ツ
テ
像
ノ
上
ニ
題
シ
テ
曰
、
見
汝
淸
淨
身
、
相
好
超
世
間
ト
。
因
テ
寛
印
ヲ
呼
ン
デ
曰
。
子
ノ
句
ヲ
書
セ
ヨ
ト
。
印
筆
ヲ
把
ツ
テ
冩
シ
テ
曰
、
如
殊
師
利
、
亦
如
宝
山
王
コ
ノ
文
、
ト
モ
ニ
官
厳
六
十
八
入
法
界
品
三
十
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学
苑
資
料
紹
介
特
集
号
第
九
一
三
号
二
四
八
～
二
五
三
（
二
〇
一
六
一
一
）
一
枚
の
世
界

そ
の
小
釈
の
試
み
（
8）
関
口
靜
雄
岡
本
夏
奈
〔
資
料
〕
九
ニ
イ
ヅ
。
仁
聡
ミ
テ
感
シ
テ
曰
、
大
藏
ハ
二
師
ノ
腸
胃
ナ
リ
ト
云
々
具
ニ
釈
書
第
五
叡
山
寛
印
ノ
傳
ニ
ミ
エ
タ
リ
。
隴
西
ノ
李
石
ガ
續
博
物
志
ニ
段
式
ガ
云
、
夜
神
ノ
咒
ハ
悪
夢
ヲ
辟
ク
ベ
シ
。
曰
婆
珊
婆
演
帝
ト
。
コ
レ
ハ
婆
珊
婆
演
帝
ヲ
陀
羅
尼
ト
ス
ル
ニ
似
タ
リ
。
ク
名
ヲ
陀
羅
尼
ト
ス
ル
例
ス
ク
ナ
カ
ラ
ズ
。
タ
ト
ヘ
バ
弥
勒
佛
摩
利
支
天
大
黑
天
ノ
タ
グ
ヒ
ノ
ゴ
ト
キ
是
ナ
リ
。
シ
カ
レ
バ
ス
ナ
ハ
チ
、
コ
ノ
守
夜
神
ノ
名
タ
ヾ
牛
馬
ノ
厄
難
ヲ
助
ク
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
。
或
ハ
風
波
ノ
難
ヲ
マ
ヌ
カ
レ
シ
メ
、
ハ
悪
夢
ノ
恐
ヲ
安
ジ
辟
ク
ル
コ
ト
、
世
人
傳
称
ズ
ル
ト
コ
ロ
ス
デ
ニ
カ
ク
ノ
ゴ
ト
シ
。
ア
ニ
信
用
セ
ザ
ル
ベ
ケ
ン
ヤ
。
と
『
元
亨
釈
書
』
巻
五
「
叡
山
寛
印
伝
」
に
載
る
、
恵
心
僧
都
源
信
と
寛
印
子
弟
が
越
州
敦
賀
に
来
朝
し
た
宋
人
朱
仁
聡
か
ら
渡
海
の
難
を
免
れ
る
た
め
に
帰
依
し
て
い
る
と
い
う
仁
聡
所
持
の
婆
珊
婆
演
底
守
夜
神
の
画
像
に
二
人
し
て
『
華
厳
経
』
入
法
界
品
に
載
る
善
財
童
子
讃
嘆
偈
「
見
汝
淸
淨
身
。
相
好
超
世
間
。
如
文
殊
師
利
。
亦
如
宝
山
王
」
を
即
座
に
賛
し
た
話
や
、
李
石
の
『
續
博
物
志
』
に
載
る
、
「
婆
珊
婆
演
帝
」
と
主
夜
神
の
咒
を
唱
え
る
の
は
悪
夢
を
辟
け
る
意
で
あ
る
と
い
う
段
成
式
の
説
を
紹
介
し
、
こ
の
守
夜
神
は
牛
馬
の
厄
難
を
救
う
ば
か
り
で
な
く
、
風
波
の
難
を
免
が
れ
し
め
、
悪
夢
の
恐
を
安
ん
じ
辟
け
る
も
の
で
、
信
用
し
な
い
わ
け
に
は
行
か
な
い
も
の
だ
と
力
説
し
、
さ
ら
に
次
項
巻
十
一
の
五
「
華
厳
の
事
附
タ
リ
經
文
ヲ
畧
シ
引
重
守
夜
神
ヲ
明
コ
ト
ハ
ル
	」
に
お
い
て
は
、
中
ニ
モ
婆
珊
婆
演
底
夜
神
ハ
第
三
十
三
ノ
善
知
識
ニ
シ
テ
位
歓
喜
地
ニ

ス
。
種
々
利
益
ア
ル
中
ニ
、
正
シ
ク
牛
馬
ノ
疫
ヲ
治
ス
ル
ナ
シ
ト
イ
ヘ
ト
モ
、
ソ
ノ
善
財
童
子
ニ
示
シ
玉
ヘ
ル
辞
ノ
中
ニ
、
善
男
子
一
切
衆
生
、
或
ハ
病
ニ
纏
ハ
レ
、
或
ハ
老
ニ
侵
サ
レ
、
或
ハ
貧
窮
ニ
ク
ル
シ
ミ
、
或
ハ
禍
難
ニ
遭
ヒ
、
或
ハ
王
鎌
ヲ
犯
シ
テ
刑
ヲ
受
ベ
キ
ニ
ア
タ
ツ
テ
、
依
怙
ト
コ
ロ
ナ
フ
シ
テ
大
怖
畏
ヲ
生
ズ
ル
ヲ
、
我
ミ
ナ
救
ヒ
濟
フ
テ
安
穩
ヲ
得
セ
シ
メ
ン
ト
云
々
。
是
ス
ナ
ハ
チ
一
切
衆
生
ト
ア
レ
バ
、
牛
馬
ハ
自
ソ
ノ
中
ニ
コ
モ
レ
リ
。
吁
佛
名
ヲ
唱
ヘ
菩
薩
ノ
号
ヲ
持
シ
テ
悲
願
ノ
應
現
必
ズ
ム
ナ
シ
カ
ラ
ザ
レ
ト
モ
、
唯
悲
ラ
ク
ハ
衆
生
信
心
ノ
薄
キ
コ
ト
ヤ
。
と
婆
珊
婆
演
底
主
夜
神
の
霊
験
利
益
が
宏
大
な
こ
と
を
記
し
、
そ
の
仏
名
を
唱
え
れ
ば
応
現
の
必
ず
空
し
い
こ
と
は
な
い
の
に
、
悲
し
む
べ
き
は
衆
生
の
信
心
が
薄
い
こ
と
だ
と
結
ん
で
い
る
。
妙
幢
浄
慧
は
洛
東
東
福
寺
の
虎
関
師
錬
『
元
亨
釈
書
』
（
元
亨
二
年
一
三
二
二
成
）
巻
五
「
叡
山
寛
印
伝
」
を
引
い
て
婆
珊
婆
演
底
守
夜
神
を
話
題
に
し
た
の
で
あ
る
が
、
師
錬
は
こ
れ
を
大
江
匡
房
『
続
本
朝
往
生
伝
』
（
康
和
年
間
一〇
九
九
～
一
一
〇
三
成
）
所
載
「
沙
門
寛
印
伝
」
を
下
敷
き
に
し
て
成
文
し
た
こ
と
は
内
容
が
近
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
、
し
か
も
と
も
に
婆
珊
婆
演
底
守
夜
神
画
像
に
ま
つ
わ
っ
て
慧
心
寛
印
両
師
が
そ
の
学
才
の
誉
れ
を
高
め
た
こ
と
に
眼
目
を
置
い
て
い
る
。
師
錬
が
「
叡
山
寛
印
伝
」
に
付
し
た
賛
の
一
節
に
「
異
域
之
人
示
頌
甞
此
方
之
学
徒
」
と
記
し
た
こ
の
慧
心
寛
印
両
師
の
学
才
の
誉
れ
の
逸
話
は
、
浄
慧
の
『
三
国
因
縁
仏
神
感
応
録
』
ば
か
り
で
な
く
、
浅
井
了
意
『
三
国
因
縁
浄
土
勧
化
往
生
伝
』
（
元
禄
二
年
一
六
八
九
刊
）
巻
二
「
寛
印
伝
」
、
臨
済
の
卍
元
師
蛮

『
本
朝
高
僧
伝
』
（
元
禄
十
五
年
一
七
〇
二

成
）
巻
十
「
叡
山
沙
門
寛
印
伝
」
、
大
江
文
坡
著
『
祇
王
妓
女
勧
闡
風
葉
』
（
明
和
五
年
一
七
六
七
刊
）
巻
一
、
枸
杞
菴
一
禅
居
士
『
三
国
七
高
僧
伝
図
会
』
（
万
延
二
年
一
八
六
一
刊
）
「
源
信
伝
」
等
々
に
も
載
る
よ
う
に
後
代
に
も
永
く
語
り
継
が
れ
て
い
っ
た
。
し
か
し
浄
慧
が
慧
心
寛
印
両
師
の
逸
話
を
引
い
た
の
は
慧
心
寛
印
両
師
の
学
才
の
誉
れ
を
讃
嘆
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
婆
珊
婆
演
底
守
夜
神
が
渡
海
の
難
儀
を
免
れ
し
め
る
霊
験
利
益
の
あ
る
こ
と
を
い
う
た
め
で
あ
っ
た
。
来
朝
し
た
宋
人
朱
仁
聡
を
敦
賀
に
尋
ね
た
慧
心
僧
都
と
寛
印
子
弟
は
、
朱
仁
聡
の
所
持
す
る
婆
珊
婆
演
底
守
夜
神
の
画
像
に
善
財
童
子
讃
嘆
偈
を
賛
題
し
た
の
だ
っ
た
。
そ
れ
は
長
徳
元
年
（
九
九
五
）
九
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る １
が
、
そ
の
折
り
朱
仁
聡
が
寄
進
し
た
と
い
う
婆
珊
婆
演
底
守
夜
神
画
像
が
福
井
県
敦
賀
市
原
の
浄
土
宗
大
原
山
西
福
寺
に
現
存
す
る
。
『
図
録
福
井
県
の
文
化
財
』
（
福
井
県
教
育
委
員
会
編
。
昭
和
四
三
年
一
九
六
八
四
月
、
第
一
法
規
出
版
）
に
『
絹
本
着
色
主
夜
神
像
一
幅
』
と
し
て
載
る
画
像
写
真
と
解
説
を
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
。
縦
一
六
一
セ
ン
チ
、
横
九
一
セ
ン
チ
。
紫
色
に
染
め
た
絹
に
金
泥
で
描
い
た
も
の
。
尊
容
の
口
唇
に
か
に
朱
隈
を
施
す
。
上
部
の
円
相
中
に
観
音
を
描
き
、
下
方
に
善
財
童
子
を
配
し
、
小
波
の
間
に
楼
台
、
小
舟
、
獸
類
を
描
い
て
い
る
。
背
の
墨
書
記
に
よ
れ
ば
宋
人
朱
仁
聡
な
る
人
物
が
寄
進
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
画
中
に
「
功
徳
主
咸
安
郡
夫
人
」
の
銘
が
あ
り
、
こ
の
画
像
が
朝
鮮
の
作
で
あ
る
こ
と
が
知
り
得
る
の
は
貴
重
で
あ
る
。
制
作
年
代
は
、
尊
容
や
岩
の
描
写
法
よ
り
み
て
高
麗
末
と
思
わ
れ
る
。
―249―
右
の
画
像
写
真
が
心
な
し
か
精
彩
が
な
い
よ
う
に
見
え
る
の
は
古
写
真
で
あ
る
か
ら
で
、
じ
つ
は
『
絹
本
着
色
主
夜
神
像
一
幅
』
は
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
冬
に
盗
難 ２
に
遭
っ
て
以
来
所
在
が
知
れ
な
い
。
西
福
寺
は
盗
難
後
も
当
寺
の
案
内
書
に
こ
れ
を
所
蔵
宝
物
と
し
て
載
せ
て
い
た
か
ら
、
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
年
九
月
に
は
韓
国
人
窃
盗
団
に
押
入
ら
れ
、
住
僧
が
バ
ッ
ト
で
滅
多
打
ち
に
遭
う
悲
劇
を
生
じ
て
い
る
。
旧
国
宝
に
も
指
定
さ
れ
た
優
品
で
あ
る
が
、
そ
れ
が
高
麗
仏
画
で
あ
っ
た
が
ゆ
え
の
不
幸
な
で
き
ご
と
で
あ
っ
た
。
平
安
時
代
以
降
、
朝
鮮
半
島
か
ら
我
が
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
写
経
版
経
仏
画
は
数
多
い
が
、
越
前
敦
賀
は
延
暦
二
十
三
年
（
八
〇
四
）
に
渤
海
使
が
訪
れ
て
以
来
交
易
が
行
わ
れ
、
夙
く
敦
賀
湾
気
比
松
原
に
は
松
原
客
館
が
置
か
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
十
世
紀
以
降
は
日
宋
貿
易
の
主
要
拠
点
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
気
比
松
原
に
所
在
し
、
北
陸
地
方
に
お
け
る
浄
土
宗
の
中
心
寺
院
で
あ
っ
た
西
福
寺
に
咸
安
郡
夫
人
を
功
徳
主
と
し
て
制
作
さ
れ
た
『
絹
本
着
色
主
夜
神
像
』
が
伝
え
ら
れ
た
の
も
不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
し
、
宋
人
朱
仁
聡
な
る
人
物
が
寄
進
し
た
『
絹
本
着
色
主
夜
神
像
』
が
高
麗
末
の
制
作
で
あ
る
と
い
う
『
図
録
福
井
県
の
文
化
財
』
の
説
明
は
納
得
が
い
か
な
い
。
高
麗
は
九
一
八
年
に
王
建
が
建
国
し
、
九
三
六
年
に
朝
鮮
半
島
を
統
一
し
て
一
三
九
二
年
ま
で
存
続
し
た
統
一
王
朝
で
あ
る
が
、
趙
匡
胤
が
建
国
し
た
北
宋
は
一
一
二
七
年
に
滅
亡
し
、
同
年
趙
構
が
即
位
し
て
再
興
し
た
南
宋
に
し
て
も
一
二
七
九
年
に
撃
滅
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
朱
仁
聡
な
る
宋
人
が
高
麗
末
期
に
制
作
さ
れ
た
『
絹
本
着
色
主
夜
神
像
』
を
請
来
で
き
る
は
ず
も
な
く
、
つ
い
て
は
そ
の
制
作
年
代
ま
た
背
の
墨
書
記
も
再
考
す
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
に
し
て
も
咸
安
郡
夫
人
が
渡
海
の
守
護
神
と
し
て
『
絹
本
着
色
主
夜
神
像
』
を
制
作
さ
せ
た
こ
と
は
疑
い
を
入
れ
な
い
。
天
台
学
僧
良
達
房
心
慶
手
択
本
『
順
聞
集
』 ３
に
は
「
恵
心
御
房
、
寛
印
供
奉
ト
共
ニ
越
後
国
ヘ
修
行
シ
給
ケ
ル
時
キ
、
絃
賀
ノ
船
頭
ノ
之
許
ヘ
ヲ
ハ
シ
タ
リ
ケ
ル
ニ
、
船
頭
ニ
童
ノ
形
シ
タ
ル
者
ヲ
取
リ
出
シ
テ
」
と
あ
っ
て
、
慧
心
寛
印
子
弟
が
敦
賀
で
会
っ
た
の
は
宋
人
朱
仁
聡
で
は
な
く
「
絃
賀
ノ
船
頭
」
と
す
る
伝
承
を
記
し
て
い
る
。
船
頭
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
に
婆
珊
婆
演
底
主
夜
神
の
渡
海
の
難
儀
を
免
れ
し
め
る
霊
験
利
益
を
恃
み
と
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
（
関
口
靜
雄
）
注
1
吉
川
弘
文
館
『
国
史
大
辞
典
』「
寛
印
」
項
（
多
賀
宗
隼
氏
稿
）。
2
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
美
術
工
芸
課
監
修
『
文
化
財
保
護
行
政
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
美
術
工
芸
品
編
』（
平
成
十
年
五
月
、
ぎ
ょ
う
せ
い
）
所
収
「
火
災
盗
難
等
被
害
文
化
財
一
覧
」。
3
高
橋
秀
栄
氏
『
丹
後
先
徳
寛
印
と
迎
講
』
（
「
駒
澤
大
學
佛
教
學
部
論
集
」
三
四
号
、
平
成
十
五
年
十
月
）
に
翻
刻
が
載
る
。
ま
た
同
氏
「
下
総
龍
角
寺
の
天
台
僧
心
慶
」
（
「
駒
澤
大
學
佛
教
學
部
研
究
紀
要
」
五
四
号
、
平
成
八
年
三
月
）
に
よ
れ
ば
『
順
聞
集
』
は
称
名
寺
所
蔵
（
金
沢
文
庫
保
管
）
。
良
達
房
心
慶
は
下
総
国
埴
生
庄
天
竺
山
龍
角
寺
の
住
僧
で
、
永
仁
年
間
（
一
二
九
三
～
一
二
九
九
）
か
ら
建
武
年
間
（
一
三
三
四
～
一
三
三
八
）
頃
の
人
と
い
う
。
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21．
月
百
姿
孝
子
乃
月
木
版
多
色
三
六
九
×
二
五
〇
㎝
明
治
二
十
二
年
（
竹
皇
堂
蔵
）
右
の
錦
絵
は
月
岡
芳
年
（
一
八
三
九
一
八
九
二
）
が
描
い
た
歴
史
絵
の
連
作
「
月
百
姿
」
の
一
枚
「
孝
子
乃
月
」
で
あ
る
。
芳
年
は
歴
史
上
の
人
物
や
説
話
を
主
題
と
す
る
作
品
を
多
数
残
し
て
お
り
、
「
月
百
姿
」
も
月
に
縁
故
の
あ
る
和
漢
の
人
物
を
描
い
た
錦
絵
で
あ
る
。
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
か
ら
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
に
か
け
て
出
版
さ
れ
、「
孝
子
乃
月
」
は
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
に
出
版
さ
れ
た
。
「
孝
子
乃
月
」
は
小
野
篁
の
孝
子
伝
を
題
材
と
し
た
作
品
で
あ
る
。
木
々
が
生
い
茂
る
山
中
、
篁
は
白
い
衣
を
空
色
の
襷
で
く
く
り
、
花
輪
違
が
描
か
れ
た
藤
色
の
袴
を
穿
い
て
い
る
。
右
膝
を
立
て
て
し
ゃ
が
む
体
は
が
っ
し
り
と
し
て
い
る
。
髪
は
頭
頂
部
で
束
ね
、
顎
髭
を
蓄
え
て
い
る
。
薪
用
の
枝
葉
を
束
ね
る
篁
の
眼
は
母
親
が
待
つ
山
中
に
佇
む
家
を
感
慨
深
げ
に
遠
望
し
て
い
る
。
空
に
は
満
月
が
浮
か
び
、
夜
半
に
ま
で
薪
拾
い
を
す
る
孝
行
者
の
篁
の
姿
が
あ
る
。
絵
右
上
の
枠
内
に
「
小
野
篁
孝
子
乃
月
」
と
題
さ
れ
た
孝
行
者
篁
の
あ
る
日
の
光
景
で
あ
る
。
篁
の
白
い
衣
は
清
ら
か
な
心
の
象
徴
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
唐
草
模
様
の
浮
き
彫
り
が
施
さ
れ
て
い
る
。
篁
の
孝
子
伝
は
『
日
本
德
天
皇
實
』
仁
寿
二
年
十
二
月
二
十
二
日
条
に
「
家
素
淸
悍
。
事
レ
母
至
孝
。
公
俸
レ
當
。
皆
施
二
	友
一
。
」 １
と
記
さ
れ
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。
「
小
野
篁
冥
土
通
い
の
井
戸
」
が
あ
る
六
道
珍
皇
寺
（
京
都
市
東
山
区
）
で
は
、
篁
は
亡
き
母
の
霊
に
会
う
た
め
に
珍
皇
寺
を
訪
れ
、
冥
土
に
通
じ
る
と
い
う
井
戸
を
使
っ
た
と
伝
わ
る
。
珍
皇
寺
の
六
道
ま
い
り
は
こ
の
伝
説
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
篁
は
冥
土
に
お
い
て
亡
き
母
の
霊
に
会
い
、
母
が
受
け
て
い
る
地
獄
の
苦
し
み
を
知
り
、
現
世
に
戻
る
と
沢
山
の
供
物
を
供
え
た
と
い
う
。
こ
れ
は
孝
の
倫
理
を
中
心
と
し
て
成
立
し
た
偽
経
「
盂
蘭
盆
経
」
で
説
か
れ
た
目
連
の
地
獄
め
ぐ
り
譚
と
同
じ
構
図
で
あ
る
。
六
道
ま
い
り
を
描
い
た
「
珍
皇
寺
参
詣
曼
荼
羅
」
（
六
道
珍
皇
寺
蔵
／
十
六
世
紀
）
の
画
面
右
上
に
「
小
野
乃
た
か
む
ら
め
い
と
へ
の
御
か
よ
ひ
の
い
け
」
が
描
か
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
制
作
当
時
に
は
す
で
に
篁
の
孝
子
伝
が
語
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
孝
は
儒
教
の
中
心
で
あ
り
、『
孝
経
』
開
宗
明
義
第
一
に
、
身 し
ん
體 た
い
髪 は
つ
膚 ぶ
、
之 こ
れ
を
父 ふ
母 ぼ
に
受
う
く
。
敢 あ
へ
て
毀
傷
き
し
や
う
せ
ざ
る
は
、
孝 か
う
の
始 は
じ
め
な
り
。
身 み
を
立
た
て
道 み
ち
を
行 お
こ
なひ
、
名 な
を
後
世
こ
う
せ
い
に
揚
あ
げ
、
以 も
つ
て
父 ふ
母 ぼ
を
顯 あ
ら
は
す
は
、
孝 か
う
の
終 を
は
り
な
り
。
夫 そ
れ
孝 か
う
は
親 し
ん
に
事 つ
かふ
る
に
始 は
じま
り
、
君 き
みに
事 つ
かふ
る
に
中 ち
ゆ
うし
、
身 み
を
立 た
つ
る
に
終 を
はる
。 ２
と
あ
り
、
紀
孝
行
章
第
十
三
に
は
、
孝 か
う
子 し
の
親 お
や
に
事 つ
か
ふ
る
や
、
居 を
る
に
は
則 す
な
はち
其 そ
の
敬 け
い
を
致 い
た
し
、
養
や
し
な
ひに
は
則 す
な
はち
其 そ
の
樂 たの
し
みを
致 い
た
し
、
疾 や
ま
ひに
は
則 す
な
はち
憂 う
れ
ひを
至 い
たし
、
喪 も
に
は
則 す
な
はち
其 そ
の
哀 かな
し
みを
致 い
たし
、
祭 ま
つ
りに
は
則 す
な
はち
其 そ
の
嚴 げ
んを
致 い
たす
。 ３
と
あ
る
。
家
父
長
制
家
族
で
社
会
が
構
成
さ
れ
た
中
国
に
お
い
て
、
孝
は
忠
よ
り
も
貴
い
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
日
本
で
は
江
戸
時
代
に
武
家
層
を
中
心
と
し
て
儒
教
が
定
着
し
朱
子
学
は
立
身
出
世
の
常
途
と
な
っ
た
。
武
士
の
世
に
は
忠
が
孝
よ
り
貴
い
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
幕
末
に
は
尊
王
攘
夷
思
想
と
結
び
つ
い
て
明
治
維
新
の
原
動
力
の
一
つ
に
も
な
っ
て
い
る
。
篁
の
孝
子
伝
は
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
た
と
え
ば
藤
井
懶
斎
の
『
本
朝
孝
子
伝
』
（
天
和
四
年

一六
八
四
刊
）
に
、
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事
テレ
母
ニ
至
孝
ナ
リ
承
和
五
年
爭
テ二
遣
唐
使
ノ
舶
ヲ一
稱
メレ
疾
ト
不
レ
徃
乃
言
フ
篁
家
貧
シ
ク
親
老
テ
身
モ
亦

是
ニ篁
ミレ 水
ヲ懷
テレ 薪
ヲ當キ
ニレ
致
ス二 匹
夫
ノ之
孝
ヲ一
耳 ノミ
ト造
次
ニ
モ不
ルレ 忘
レ二 其
ノ親
ヲ一 者
ノ可
シレ 見
ツ矣 ４
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
篁
の
遣
唐
使
船
乗
船
拒
否
の
理
由
が
母
へ
の
孝
行
で
あ
っ
た
と
喧
伝
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
は
柳
下
亭
種
員
『
和
漢
廿
四
孝
』
（
嘉
永
二
年
一
八
四
九
序
）
隅
田
古
雄
編
『
日
本
忠
孝
伝
』
（
明
治
十
六
年
一
八
八
三
）
松
本
仁
吉
『
日
本
孝
子
美
談
』
（
明
治
二
十
五
年
一八
九
二
）に
も
受
け
継
が
れ
て
ゆ
く
。
『
和
漢
廿
四
孝
』
で
は
歌
川
広
重
二
世
が
挿
絵
を
担
当
し
て
お
り
、
団
扇
を
持
っ
て
床
に
置
い
た
書
物
に
目
を
向
け
る
篁
と
、
う
つ
伏
せ
寝
で
書
物
を
読
む
母
親
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
窓
か
ら
見
え
る
船
は
遣
唐
使
船
で
あ
ろ
う
が
両
者
は
意
識
を
向
け
て
お
ら
ず
、
篁
と
遣
唐
使
の
距
離
感
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
詞
書
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
小 お
の野 ゝ
篁 たか
む
ら
小 お
野 の
ゝ
長 な
か
嶺 み
ね
の
子
こ
天
ち
や
う
五
年
父
に
お
く
れ
承 せ
う
和 わ
五
年
け
ん
た
う
し
に
め
い
ぜ
ら
る
毋
の
な
ご
り
を
い
た
く
ハ
惜 お
し
み
て
や
る
ひ
に
た
く
し
て
途 み
中 ち
よ
り
か
へ
る
こ
の
ゆ
へ
に
よ
つ
て
お
き
の
国 く
に
へ
る
ざ
い
と
な
れ
り
篁 たか
む
らま
す

母
に
つ
か
ふ
る
こ
と
節 せ
つ
に
し
て
た
と
へ
ん
か
た
な
し
よ
く
年
め
し
か
へ
さ
れ
て
さ
ん
ぎ
従 じ
ゆ三
位
に
じ
よ
す
の
う
じ
よ
の
き
こ
へ
世
に
た
か
く
我
て
ふ
の
だ
い
じ
ゆ
と
あ
ほ
が
れ
た
り ５
ま
た
、
隅
田
古
雄
編
『
日
本
忠
孝
伝
』
に
も
、
年
老
い
て
寝
込
ん
で
い
る
母
と
そ
の
背
中
を
擦
る
娘
、
母
を
案
じ
る
篁
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
月
岡
芳
年
の
「
孝
子
乃
月
」
が
離
れ
た
場
所
に
い
る
親
を
思
う
構
図
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
『
和
漢
廿
四
孝
』
や
『
日
本
忠
孝
伝
』
で
は
篁
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
母
を
描
い
て
対
照
的
で
あ
る
。『
日
本
忠
孝
伝
』
の
挿
絵
に
付
さ
れ
た
詞
書
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
小 を
野 の
篁 たか
む
ら
嵯 さ
峨 が
天 て
ん
皇 わ
う
の
御
宇
ぎ
よ
う
小 お
野 の
長 な
が
峯 み
ね
の
男 な
ん
に
し
て
誠 せ
い
忠 ち
う
無 む
二 に
の
人 ひ
と
な
り
し
が
常 つ
ね
に
弓 き
う
馬 ば
の
み
を
好 こ
の
み
て
文 ぶ
ん
学 が
く
を
は
爲
な
ざ
り
け
る
に
天 て
ん
皇 わ
う
彼 か
れ
は
何 な
に
故 ゆ
ゑ
に
文 ぶ
ん
学 が
く
を
務 つと
めめ
ざ
る
な
ら
ん
と
詔
み
こ
と
の
賜 り
た
まひ
し
を
き
ゝ
て
い
た
く
其 そ
の
身 み
を
悔 く
い
て
は
じ
め
て
文 ぶ
ん
学 が
く
の
道 み
ち
に
志 こゝ
ろ
ざし
螢 け
い
雪 せ
つ
に
眼 ま
な
こを
さ
ら
し
和 わ
	
か
ん
の
書 し
よ
に
通 つ
う
ず
天 て
ん
長 ちや
う
五 ご
年 ね
ん
父 ち
ゝ
に
お
く
れ
給 た
ま
ひ
し
よ
り
朝 て
う
暮 ぼ
に
母 は
ゝ
君 き
み
に
つ
か
ふ
る
事 こ
と
節 せ
つ
あ
り
し
が


し
や
う
和 わ
五
年 ね
ん
遣 け
ん
唐 た
う
使 し
に
命 め
い
ぜ
ら
る
母 は
ゝ
の
名 な
残 ご
り
最 い
と
い
た
く
思 お
も
ひ
病 や
ま
ひ
に
た
く
し
て
途
中
と
ち
う
よ
り
帰 か
へ
ら
れ
し
が
此 こ
の
故 ゆ
ゑ
に
よ
つ
て
隱 お
岐 き
の
國 く
に
へ
流
る
罪 ざ
い
と
な
れ
り
篁 たか
む
らは
ま
す

母 ぼ
君 く
ん
の
意
い
中 ち
う
を
察 さ
つ
し
尚 な
ほ
も
追 つ
ひ
慕 ぼ
の
思 お
も
ひ
た
と
へ
ん
か
た
な
し
此 こ
の
至 し
い
孝 か
う
を
あ
は
れ
み
給 た
ま
ひ
翌 よ
く
年 ね
ん
都 み
や
こへ
め
し
か
へ
さ
れ
后 の
ち
従 じ
ゆ
三 さ
ん
位 ゐ
の
参 さ
ん
議 ぎ
左 さ
大 だ
い
弁 べ
ん
に
叙 じ
よ
任 に
ん
せ
ら
れ
我 わ
が
朝 て
う
の
大 た
い
儒 じ
ゆ
と
あ
ほ
が
れ
能 の
う
書 し
よ
の
聞 き
こ
え
世 よ
に
髙 た
か
し
実 じ
つ
に
朝 ちや
う
恩 お
ん
の
か
た
じ
け
な
き
こ
と
す
べ
て
其 そ
の
身 み
の
行 おこ
なひ
と
志 こゝ
ろ
ざし
に
よ
る
者
な
れ
ば
よ
く
勉 つ
とめ
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ず ６
そ
れ
で
は
な
ぜ
、
篁
の
孝
子
伝
と
遣
唐
使
船
乗
船
拒
否
の
話
は
結
び
つ
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
前
引
し
た
『
孝
経
』
紀
孝
行
章
第
十
三
の
文
の
後
に
、
五 い
つ
つ
の
者 も
の
備 そ
な
は
る
。
然 し
か
る
後 の
ち
能 よ
く
其
そ
の
親 お
や
に
事 つ
か
ふ
。
親 お
や
に
事 つ
か
ふ
る
者 も
の
は
、
上 か
み
に
居 ゐ
て
驕 お
ご
ら
ず
、
下 し
も
と
爲 な
り
て
亂 み
だ
れ
ず
、
醜
も
ろ
も
ろに
在 あ
り
て
爭 あ
ら
そは
ず
。
上 か
み
に
居 ゐ
て
驕 お
ご
れ
ば
則 す
な
はち
亡 ほ
ろ
び
、
下 し
も
と
爲
な
り
て
亂 み
だる
れ
ば
則 す
な
はち
刑 け
いせ
ら
れ
、
醜 もろ
も
ろに
在 あ
り
て
爭 あ
ら
そへ
ば
則 す
な
はち
兵 へ
いせ
ら
る
。
と
あ
る
。
子
と
し
て
親
へ
の
つ
と
め
を
立
派
に
果
た
し
た
者
は
人
の
下
と
な
っ
て
も
決
し
て
反
抗
な
ど
す
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
遣
唐
使
船
へ
の
乗
船
を
拒
否
し
西
道
謡
を
詠
ん
だ
篁
の
行
動
は
、
そ
れ
だ
け
を
見
る
と
孝
と
は
真
逆
の
行
為
で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
儒
教
の
孝
の
精
神
を
重
視
し
た
の
は
武
士
で
あ
り
、
そ
の
対
象
は
君
主
で
あ
っ
た
。
朝
廷
を
批
判
し
た
篁
は
、
武
士
達
の
忌
諱
の
対
象
に
な
り
え
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
実
際
に
は
篁
の
存
在
は
孝
子
と
し
て
、
ま
た
浮
世
草
子
な
ど
の
娯
楽
の
対
象
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
篁
が
遣
唐
使
船
へ
の
乗
船
を
拒
否
し
た
の
は
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母
へ
の
孝
で
あ
っ
た
の
だ
と
、
儒
教
的
な
面
か
ら
そ
の
行
為
が
正
当
化
さ
れ
た
か
ら
に
違
い
な
い
。
『
本
朝
孝
子
伝
』
の
小
野
篁
の
項
目
の
最
後
に
『
日
本
德
天
皇
實
』
の
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
双
方
が
結
び
つ
け
ら
れ
た
の
は
意
図
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
『
日
本
忠
孝
伝
』
で
は
「
我 わ
が朝 て
うの
大 た
い儒 じ
ゆと
あ
ほ
が
れ
能 の
う書 し
よの
聞 き
こえ
世 よ
に
髙 た
かし
」
と
篁
を
評
価
す
る
と
と
も
に
、「
朝 ちや
う恩 お
んの
か
た
じ
け
な
き
こ
と
す
べ
て
其 そ
の身 み
の
行 お
こ
なひ
と
志 こゝ
ろ
ざし
に
よ
る
者
な
れ
ば
」
と
孝
が
元
と
な
っ
た
言
動
に
対
す
る
朝
廷
の
懐
の
広
さ
も
語
ら
れ
て
い
る
。
さ
て
、
先
に
挙
げ
た
孝
子
伝
の
出
版
時
期
か
ら
、
篁
の
孝
子
伝
が
江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
最
盛
期
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
現
存
す
る
六
道
珍
皇
寺
の
小
野
篁
像
は
元
禄
二
年
（
一
六
八
九
）
に
彫
像
さ
れ
て
お
り
、
孝
子
伝
が
積
極
的
に
語
ら
れ
た
江
戸
時
代
に
お
い
て
、
民
衆
が
六
道
ま
い
り
の
主
人
公
で
あ
る
篁
を
井
戸
と
合
わ
せ
て
視
覚
的
に
感
じ
ら
れ
た
こ
と
は
、
珍
皇
寺
に
伝
わ
る
篁
の
孝
子
伝
の
流
布
の
要
因
と
も
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
て
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）、
篁
の
孝
子
伝
が
民
衆
に
広
ま
っ
た
の
ち
に
制
作
さ
れ
た
の
が
「
孝
子
乃
月
」
で
あ
る
。「
孝
子
乃
月
」
に
は
遣
唐
使
船
へ
の
乗
船
拒
否
を
示
唆
す
る
要
素
は
な
に
も
な
く
、
た
だ
純
粋
に
親
を
思
い
行
動
す
る
篁
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
孝
が
主
題
で
は
な
い
「
月
百
姿
」
だ
か
ら
こ
そ
、
忠
に
触
れ
な
い
作
品
が
出
来
上
が
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
芳
年
は
「
孝
子
乃
月
」
に
お
い
て
、
江
戸
時
代
以
降
に
お
け
る
篁
の
孝
子
伝
の
定
説
で
あ
っ
た
、
忠
孝
が
合
わ
さ
っ
た
状
態
か
ら
見
事
に
脱
却
し
、
『
日
本
德
天
皇
實
』
に
記
さ
れ
た
よ
う
な
、
本
来
あ
る
べ
き
姿
へ
と
戻
し
た
の
で
あ
る
。
（
岡
本
夏
奈
）
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